
令和8年度 学び・生かすあおもりグループ自主事業 要申込 受講無料
電話・メールで下記事務局
までお申し込みください。

※定員３０名大学公開講座

『 子どもの「生きづらさ」と
教育格差
～学校・家庭・地域をつなぐ

福祉の視点～』
子どもを取り巻く「家庭の貧困や虐待」、「人間関係の息苦しさ」といった複合
的な課題が、生きづらさを生み、教育格差を固定化させています。
その解決には、子どもの課題を個人の努力や家庭の責任に帰すのではなく、そ

の背景や置かれた環境から捉え直す「福祉の視点」が求められています。
学校・家庭・地域が手をつなぎ、一人ひとりが本来持っている力を発揮できる

「居場所づくり」や「つながり」を生み出すための具体策について一緒に考えて
いきましょう。

令和8年12 月12 日(土) 13:30 ～15:00

青森県総合社会教育センター
4階 第2多目的研修室

当グループ
ホームページ

QRコード

とき

ところ

講師

青森県総合社会教育センター あおもり県民カレッジ事務局
（指定管理者：学び・生かすあおもりグループ）
〒030-0111 青森市大字荒川字藤戸119-7

TEL 017-739-0900 / FAX 017-739-2570
MAIL alis02@jomon.ne.jp

プロフィール

東北大学教育学部卒業。東北福祉大学通信制大学院修了。
青森県職員として 36 年間にわたり児童福祉行政（児童相談所、こどもみ
らい課等）に従事。令和 4年より現職。社会福祉士・保護司
【 著書】 弘前大学「こどもの貧困」をめぐる協働プロジェクト

『 青森に生きる子どもの困難とウェルビーイング 』 （共著）
弘前大学出版部

●申込み・問い合わせ

講座申込
QRコード

https://www.manabi-aomori.com

kouza@manabi-aomori.com

青森明の星短期大学 副学長・教授

最上 和幸（もがみ かずゆき）
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